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第2回衛生工学シンポジウム
1994.11北海道大学学術交流会館

6-4 
衛生工学の視点からみた広域開発における

建設コンサルタントの役割

北海道開発コンサルタント側 高松康二・成田隆広・魚住昌広

1 .はじめに

広域開発においては、一般的に関係官庁に対する許認可設計が必要となり、これは従来、土

木・防災計画と Lての意味合いが強かったが、近年、理境問調に対する意識の高まりから、計

画行為における環境計画的な要素が重要拐されるようになってきている。

本稿は、建設コンサルタントにおける開発許認可設計及び実施計画を、衛生工学という視点

からとらえ直し、その役割や今後の課題について述べるものである。

2 .計画の流れ

広域開発における計蕗・設計及び事業フローは下表となる。

域開発の計薗・設計総事業フロー

開発基本計画解 上位計蘭
選挙開発条件 析プ @都市域計蘭
@開発コンセ ト @地基本計画
@土地利用基本本計画 @周辺地開発整備状況
運動基撒施設基 計画 @用取得状況

品

濁発基本設計
..:1::要路設検基討設計 関⑧連諸調査
⑮基盤施設 本設計 地質境調査
(上下水・ヱネルギー伺 力) @環アセスメント
@防災基本設計 @用地、現状測定調査
織コストスタディー
@開発年次計額
命開発課題の抽出 関係地。権者の。意向

協議申議
開発行為計画事前協議申請

指導通知

開発実施計誼 開発行為実施事前協議申請
@公共管基軍艦設整備案件整理
@造成 盤擁設詳施細設計
運動供給処理関連 設詳請申細設計 関係地権者施工同意

@開発行為実施協議申 諦図作{午成
@開発行為許害可本 図書成
@工事発注図 作成 開発造成工事発注
畿工事費積算
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開発行為許可本申請
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計闘の中で特に衛生工学として関連が深いのは、自然環境調査に基づく環境アセスメント及び

基盤施設のうち、上下水道、エネルギー計留があげられる。

更に、開発行為と並行して計画施設の建築設備計画、又、その他の(建築以外の)各種設備計

踊が進められていく。以蜂、それらの計聞について詳述する。

3 .環境アセスメント

環境アセスメントは、今や計画の実現の成否を左右する重要な基礎調査となっており、その内

容は現況の調査や影響の予測だけでなく、マイナスの影響予測に対しては、保全対策の提示まで

要求されるようになってきている。

計画の手If債としては、まず開発行為が環境に及ぼす影響を抽出し、各環境因子のデーター収集

等の基礎調査を行う。それらを解析し、環境構造を明確化して各問題のモデル化及び影響の予測

を行い、維持すべき環境目標に逮しない場合は、対策を検討計翻する。計酪の結果は、造成計画

や後述する供給処理計画へフィードパックされ、調整をはかる。

アセスメントの諒査検討項目は多岐にわたるが、以下に計踊フロー留の例を示す。

ントフ口一謹

自然環境調査

河JII.湖沼調査(流量幽水質諦査)

植物調査(陸生降水生植物 a特殊植物調査)

動物鵠査(端乳類・鳥類・再生類・腿虫鎖
魚類・昆虫調査)

環撹影響予測

海域調査

気象調査

生活環境調査

大気質調査 (SOx，NOx，ω，粉臨調査)

水質調査(水質現況・保全調査)

騒音対策調査

振動対策調査

臭気調査

地盤沈下対築調査

土壌汚染鵠査

その他(電波樟寄・日照阻害調査)
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4 .供給処理計画

広域開発における基盤整備のうち、上下水道、エネルギー(ガス・電力等)の供給処理計画は

葉要な課題である。

ニュータウンの建設など、自治体の都市計画と整合性を有するものは別として、民間のリゾー

ト開発の場合などは、用地を取得する段階で供給処理系の整備状視は諦宝まされていないのが現状

である。したがって、開発計画を進めながら、賭辺自治体との調整や地下水の賦存調査、鴎辺河

JIIの状況調査等を作い、供給処理系の計闘を進めていくことになる。

4 -1上水道計顕

ここでいう f上水道j はいわゆる都市における「上水道j ではなく、開発計画エリア内の給水

施設全体を示すものとする。

すなわち、公共の上水道整備区域外である場合は、水源の確保から水質の管理、送水、配水設

備を計調する事になる。

特に、水源の絶対水量が充分で、ない場合、要求される水量、水質に応じて櫨数の水源を併用す

る場合もある。

上水道の計麗フロー図を以下に示す。

水道計醸フロー
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4 -2下水道針酪

開発エリアが下水道整備区域内であれば、エリア内計酪施設で発生する汚水は、原則として下

水道へ接続、放流するが、整備窪域外である場合は、浄化槽や排水処理施設を計画する。又、周

辺の河川・湖沼等の放流基準が厳しい場合や、ゴルフ場のように農薬や肥料の散布を行い、環境

に影響を与える事が予測され場合は、汚水等のみならず、雨水排水についても水処理を必要とす

る事例もある。

水処理方式については、処理水量や汚水発生量の変動、排水水質等により最適な方式を選定す

る。

エリア内の集・排水計画

4 -3エネルギー計画

ガスや電気の供給については、開発行為の許認可に直接必要な要件とはならないが、開発計踊

を進める上で、施設配置計画等に大きな影響を与える。

計翻エリアが、ガスや電力の供給エリアに含まれない場合、ガス事業者や電力会社と協議を行

い、ガスプラントの建設や、変電所の建設計画を進めなくてはならない。

又、地域によっては、温泉・地熱といった自然エネルギーの利用についても検討を嬰する。
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エネルギー計闇フロー図

4 -4その他施設計画

アセスメント、供給処理とは異なるが、開発計踊においては以下の項目についでの検討も併せ

て行う場合もある。

@修景水路や人造湖等の7l<鷺維持計画

(補給水源・循環設備・ろ過設備・ばっ気設備・噴水等設備等〉

@ゴルフ場や緑地の散水計画

〈水源計画・貯水設備・送水設備等)

@スノーメイキングシステム等のシステム計画

(水源計画・貯水設備・冷却設備・送水設備等)

上記のいずれかについても、システムとして各々単独で尭結するものでなく、土木造成計画や

。環境アセスメントの要素としてフィードパックしながら計酉を進めで行くことになる。

5 .おわりに

総合建設コンサルタントに従事する立場から、 E広域開発事業における衛生工学の関わりについ

て述べたが、今後も特に大規模なプロジェクトについては、土木・建築・衛生といった分野の底

分は暖味になってゆき、広い視野をもっ判断が求められると考える。

開発計闘の中の空気や水、自然といった環境に関わる問題を受動的に計部・設計するだけでな

く、自然・人工を問わず環境を創造する立場から、事業の全体を総括していくことが、今後の衛

生工学に求められる立場ではないだろうか o
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